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  ものごとの善悪 わきまえる力を持つこと
・









  明るく （仏） 、正しく （法） 、なかよく （僧）
・
  慈心不殺、仏道成就 業精進
　（ 「仏教保育三綱領」 ）
（２）






apada ） 』 の教えを、 幼児期の発達に即した内容に基づいて、
仏教保育の現場にどのように生かすことができるか、そ 保育者の
日々の保育の具体的な示唆となる教えを導き出していくことを目的とする。そ 際に大切なことは、幼児期の教育・保育に直接関わる保育者の仏教理解が前提となるもので 保育者 果たす役割が極めて大きい。そこで現場の保育者が保育の現場に展開できる教えを導き出そうとするものである。
　


























れてきた聖典であり 異本も多く 漢訳には、 『法句経 （２巻） 』 （ 『正新脩大蔵経』本縁部 （下）第４巻
210ｐ
559a〜ｐ
575b） 、 『法句譬喩経 （４巻） 』
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章 内容 （中村　元訳） 内容 （友松園諦訳） 詩 数
第 1 章 ひと組みずつ 隻要（ひとくみ） 1 〜 20 20 詩
第 2 章 はげみ 不放逸（はげみ） 21 〜 32 12 詩
第 3 章 心 心意（こころ） 33 〜 43 11 詩
第 4 章 花にちなんで 華（はな） 44 〜 59 16 詩
第 5 章 愚かな人 闇愚（おろかびと） 60 〜 75 16 詩
第 6 章 賢い人 賢哲（かしこきひと） 76 〜 89 14 詩
第 7 章 真人 阿羅漢（ひじり） 90 〜 99 10 詩
第 8 章 千という数にちなんで 述千（せんということ） 100 〜 115 16 詩
第 9 章 悪 悪行（あしきわざ） 116 〜 128 13 詩
第 10 章 暴力 刀杖（つるぎ） 129 〜 145 17 詩
第 11 章 老いること 老耄（おい） 146 〜 156 11 詩
第 12 章 自己 自己（おのれ） 157 〜 166 10 詩
第 13 章 世の中 世間（せけん） 167 〜 178 12 詩
第 14 章 ブッダ 仏陀（さとれるもの） 179 〜 196 18 詩
第 15 章 楽しみ 安寧（やすけさ） 197 〜 208 12 詩
第 16 章 愛するもの 好喜（たのしさ） 209 〜 220 12 詩
第 17 章 怒り 忿怒（いかり） 221 〜 234 14 詩
第 18 章 汚れ 塵垢（けがれ） 235 〜 255 21 詩
第 19 章 道を実践する人 住法（ただしさ） 256 〜 272 17 詩
第 20 章 道 道行（みち） 273 〜 289 17 詩
第 21 章 さまざまなこと 雑（さまざま） 290 〜 305 16 詩
第 22 章 地獄 地獄（あしきところ） 306 〜 319 14 詩
第 23 章 象 象（ぞう） 320 〜 333 14 詩
第 24 章 愛執 愛欲（あいよく） 334 〜 359 26 詩
第 25 章 修行僧 比丘（こうもの） 360 〜 382 23 詩
第 26 章 バラモン 婆羅門（ばらもん） 383 〜 423 41 詩
【　『法句経』の構成　】
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の真理（ 「四諦」 ） 、 「八正道」について説かれ、お釈迦様の説く道理に従い、戒律を守って自らを律し、清らかな道の実践をす ことが大切であると説かれているものである。
③
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― VII ― ― VI ―
う」というもので、公益社団法人日本仏教保育協会では、仏教の基本的な考え方として「仏教では人間だけでなく、草木にも、虫 鳥、 獣にも、 水や石や大地にも すべて同じように仏性があると考える。 」 と述べ、
（４）
即ち、仏教でいう生命尊重とは、生きものの生命は勿論のこと、
水、 石などにも命があるように大切にすることであると説かれている。仏教保育を提唱、実践して る各幼稚園・保育所においては、この「慈心不殺」 の教えを教育・保育方針の第一に位置づけているものである。
　
まず、幼児教育の現場において、 「命の尊厳」はどのように取り扱
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  生きとし生ける者は幸せをもとめている。もしも暴力によっ生きものを害しないならば、その人は自分 幸せを とめているが、死後には幸せが得られる。
133　
  荒々しいことばを言うな。言わ た人々は汝に言い返すであろう。怒りを含んだこ ばは苦痛である。報復が の身に至るあろ
134　
  こわれた鐘のように 声をあらげないな ば、汝 安らぎに達している。汝はもはや怒り罵ることが か であ 。
135　












  先ず自分を正しくととのえ 次いで他人を教えよ。そうすれば賢明な人は、煩わされて悩むことがな であろう。
139　



































  鞭をあてられた良い馬のように勢 よく努め励めよ。信仰により、戒しめにより、はげみに り、精神統一により 真理 確かに知ることにより、知慧と行ない 完成した人々は、思念をこらし、この少なからぬ苦しみを除けよ。
145　
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― IX ― ― VIII ―















  この容色は衰えはてた。病 の巣で り、脆くも滅びる。腐敗のかたまりで、やぶれ しまう。生命は死に帰着する。
149　
  秋に投げすてられた瓢箪 よう 、鳩の色のようなこの白 骨を見ては、なんの快さがあ うか？
150　
  骨で城がつくられ、それに肉と血とが塗ってあり、老 と死と高ぶりとごまかしとがおさめられている。
151　







  家屋の作者よ―汝の正体は見られてしまった。汝はもはや家屋を作ることはないであろう。汝 梁 すべて折れ、家 屋根は壊れてしまった。心は形成作用を離れて、妄執を滅ぼし尽くした。
155　
  若い時に、財を獲るこ なく、清らかな行 まもらないならば、魚のいなくなった池にいる白鷺 ように、痩せ 滅びてしまう。
156　
  若い時に、財を獲ることなく、清らか 行ないをまもらないならば、壊れた弓のよう よこたわ 。─昔のことば り思い出してかこちなが 。
第
11章「老いる と」においては、人生におけ 真理の法について
説かれ、この世のすべてのものは移り変わり無常である。それ故に真理を体得し 一瞬一瞬の命を大切に生きていくことが大切であると説かれている。即ち、我々の日常生活は、常に楽を求めて生活をしている。そ 故に、この世は無常であり、常に移り変わっているという事実（ 「真理」 ）に気づき、自分を律し 正しい生活につとめ ことが大切で、お釈迦様の説く真理の法を体得 ることが必要であると説かれている。保育の現場においても 生きとし生けるもの 命を尊び、正
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apada ） 』の教えを「仏教保育三綱領」 （ 「慈心不殺」 、 「仏
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― XI ― ― X ―































をすることなどを通して、親しみ、いたわりの気持ち 持ち、そして生命の尊さに気づく 保育者はそのきっかけ 与 たり、動植物への関わり方を伝えていく必要がある。保育所では、幼稚園と同様に身近な動植物を 、その さ、愛護の気持ち、感謝・いたわりの気持ちなどを教えていくことの大切さが説かれている。また、飼育・栽培を通 て自然に対する「畏敬の念」を育 ように説かれている。また、 「命の尊厳」について「子どもの生命を守る」ことにも言及され、特に虐待から子どもの生命を守ることについて説かれている。保育所においても子どもの主体性 尊重し、子ど の生きる力、伸びようとする力を支え 一人ひとりの子 もの発達過程を踏まえて育てていくことが大切であ いえる。
｣
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  友松園諦訳『法句経』 （講談社学術文庫）
・



























  日本仏教保育協会編『仏教保育総論』 （チャイルド本社
・
  上村映雄『仏教保育ハンドブック』 （創作出版社）
 　
・
  『幼稚園教育要領』 （文部科学省）
・
  『保育所保育指針』 （厚生労働省）
・
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